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　ベルリンは，昔プロイセンの首都であり，ビスマル
クによるドイツ統一後は，ドイツ全体の首都として，
中部ヨー一　Pッパにおける中心的都市であった。
　第2次世界大戦におけるドイツ国（ライヒ）の敗
北，ヒトラーの自殺のあと，連合国はドイツ中央政府
の存在を認めず，ドイツの最高権力は4連合国（アメ
リカ，イギリス，フランス，ソビエト）が掌握し，ド
イツ全土はその4国による分割占領下に置かれた。そ
して，連合国によるドイツ占領政策実施のため，ベル
リンに管理理事会が置かれることになった（1945年）。
　もつとも，事実上ベルリンは，ソビエト軍による占
領地域内にあった。．このため，西欧連合軍の割当占領
地域への集結と関連して西欧3国の軍隊がベルリンに
進駐し，ベルリン市は，ドイツ全体とは別個に4占領
国による4管理地区に分割され，西欧3国はベルリン
外のドイツ各占領地域からベルリンへの航空路・高速
道路等による通行権を持つにいたった。
　しかし，東西の対立を反映してソビエトが管理理事
会をボイコットし，ベルリン市の支配権を掌握しよう
．とし，西側が反ばつしたこともあり，ソビエト管理地
区（東ベルリン）と西側3国の管理地区（西ベルリ
ン）は分断されることになった（1948年）。
　その後，ドイツの西側占領地域は，まず経済的に統
合され，通貨改革が行なわれたが，それに反ばつして
ンビエトは西ベルリンを封鎖し，西ドイツ地域と西ベ
ルリン間の貨物輸送を阻止し，その圧力により全ベル
リンをその支配下に置こうとした（1948年）。これに
対して，西側は大規模な空輸作戦を展開して、それに
対抗し，翌年にいたり封鎖は解除された。
　その後，西側3国占領地域に「ドイツ連邦共和国」，
ソビエト占領地域に「ドイツ民主共和国」が樹立され
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たが，1961年8月14日，東ドイツはブランデシブルク
門を閉鎖し，以後東西ベルリン間の通行を遮断し，い
わゆる「ベルリンの壁」を構築し，「第2次ベルリン
危機」が起こった。この問題解決のために71年9月3
日「ベルリン4国協定」が結ばれ，東西間の雪どけも
あり，西ドイツも対東側政策を緩和してプラント政権
の下に新東方政策を展開し，両独間の「基本関係条
約」も締結された。しかし，ベルリンの状況は基本的
には変らず，法的にも，ベルリン問題は，ドイツ統一
問題と共に連合国の権限下に留保されていた。
　この変則状態は，1990年に締結された両独間の「ド
イツ統一の回復に関する条約ゴによって一転解決され
た。東ドイツはドイツ連邦共和国（西独）基本法の適
用地域となり，ベルリンはその統一ドイツの首都とな
ることが明記された。しかし，政府，議会の所在地は
統一実現後に決められることになっている。
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